	090801 核心ニュース原稿1

	題　目
	祈り、みことば、弟子運動などの実践的なメッセージ

	アンカー
	2009世界Remnant大会では｢実際的な祈りの奥義｣、｢みことばの正しい体験｣、｢弟子運動の方法｣など

Remnantたちが個人化されるべき事実的なメッセージが宣布されました。

	内　　容
	常任委員会柳光洙総裁は世界Remnant大会1講のメッセージで、Remnantたちが実際的な祈りの奥義を体験するためには、まず、
問題を握って祈り始めなければならないと強調しました。
正しく問題を握って祈ると必ず正確に答えられ、福音の力が体験できるようになると伝えました。そして、霊的な目が開かれ
７つの祝福と６つの権威が見えはじめ、神様が下さる正しいビジョンが確定されると強調しました。
個人が定刻祈りをするたび答えを味わえるようになり、常時祈りをする時インマヌエルを味わうことができると話しました。
その次に2講のメッセージで、確実な契約を握った人たちが不信仰を取り除くたび(神様の)働きが起こされたと話し、
Remnantたちが確実に契約を握るときこそ、正しいみことばを体験できると伝えました。

　最終日、3講のメッセージでは、7人のRemnantと初代教会のように、自分の無能や環境を見ず、契約を握る時、神様は弟子運動を
起こされると話しました。

 結論的に、必ず答えられるためには、神様の絶対主権の中で祈りを始めるときみことばをくださり、弟子との出会いをくださると伝え、黙想と深い呼吸、祈りを通して力を得ることを願うと話しました。
一方、最終日に行われた派遣式で柳総裁はRemnantたちに、何事も絶対にあきらめないこと、キリストを心にとどめること、

一人でいるとき祈りとみことばの時間を持つこと、これらの3つのことを頼みRemnantたちを現場に派遣しました。

	090801 核心ニュース原稿2

	題　目
	RUTC 24で一つになった文化フェスティバル 

	アンカー
	

	内　　容　
	祈りの背景となるお母さんたちとこの時代の伝道者の牧師たち、ローマへの手紙16章の人物のような重職者たちがRemnantを祝福する
讃美とメッセージを送り、それにRemnantたちは大きな歓呼の声を上げました。
その次の舞台はRemnantたちがここ数ヶ月準備してきたダンスと証人宣教団の讃美、Remnant指導者学校のナンタ、
イ・テウン執事指揮オーケストラ演奏など、多様な公演がありました。それから、イ・グンホ、パク・ジュヨン Remnantのインタビューと

 Remnantたちが制作した映像が上映されました。また、8月香港公演を前にした｢契約の旅程｣チームの公演で雰囲気は最高に盛り上がり

ました。　
特に、今回の文化フェスティバルは、 Remnantたちの心にRUTC 24を刻ませ、RUTC に興味を持たせるきっかけとなりました。

応援団のリードで皆が一つになり、RUTC を応援する時間を持ちました。

 Remnantたちは　「自分にとってRUTCはどんな意味を持つか」を書いたものを持って立ち、Remnantたちの中心にある RUTCが持つ

意味を確認し、感動の時間を過ごしました。
また、1700人の Remnantたちが RUTCのための献金を約束して定め、それにまた200個以上の RUTC 募金箱も回収されました。
一方、文化フェスティバルの後行われた OMC奨学金の授与式は、前回と比べ、寄附者と寄附金額が増え、 Remnantの土台が
拡散される機会となりました。牧会者・宣教師の子ども、国内と海外にいる優秀な Remnant168人に合計3億2百万ウォンの奨学金が
授与されました。

	090801 核心ニュース原稿3

	題　目
	初めて行われたホームステイの完璧な進行　　 

	アンカー
	

	内　　容
	６つのタウン1600箇所のステイに、言葉も年齢も異なる Remnantと重職者たちが出会いました。他の場所で見知らぬ大人と青少年が

会ったなら意思疎通がとれないと思います。しかし、ホームステイは彼らのフォーラム場となりました。7月30日「ホームステイの答え」に
ついて生放送｢RUTC朝｣の朝会議で、重職者たちは今回のホームステイを通して、自分の子だけではなく全世界のRemnantを心にとめる
チャンスとなり、Remnantに何か影響を与えなければならないという負担を持っていましたが、かえって恵みを受ける時間となり、
みことばの中で導かれているRemnantたちの可能性を発見する時間だったと告白しました。

Remnantたちもホームステイから集会場所まで自ら移動することによって自立心が育まれました。そして、持っていた悩みを重職者との

フォーラムを通して、メッセージを握る時間となったようです。
WRCのまたひとつ新しい答えの場として備えられたホームステイは続けられる予定です。




	090801　核心ニュース原稿4

	題　目
	多様に行われたタウン別伝道キャンプ

	アンカー
	

	内　　容
	アンサンイエジョンタウンは、様々な国からきた Remnantたちの讃美と劇を通して世界の文化を理解し、イ・シンヘ Remnantの証しと
伝道資料となる手紙を書く時間を持ちました。また、中国人や朝鮮族の現場に入り、原色的福音を伝え、クァンドクドンにある霊媒師の集まって

いるところに入って、根を深く下ろしているシャーマニズムの文化を確認し、祈りの課題を握りました。

インマヌエルソウルタウンでは、 Remnantたちが重職者の現場を訪問し、パク・サンフェ博士の「青少年集中力訓練」という特別講義を聞く
時間を持ちました。また、ヤンゼチョン野外舞台で讃美をし、オ･チョンロク牧師の受け入れメッセージとフランス Remnantたちの証し
などで、文化キャンプが行われました。イエウォンタウンの聾唖キャンプは、ウォルゲ駅近隣地域にある聾唖地教会にて行われ、

Remnantたちが重職者聾唖たちの証しを聞き、韓国手話と英語手話を学び、聾唖文化を理解する時間を持ちました。

アンヤンセゲソンギョタウンは、ビサンとインドクウォン周辺、ピョンチョン地域と多民族が密集しているアンサン駅周辺など、4つの地域

に向かって伝道大行進を行い、伝道キャンプを通して地域が一つになる答えを受けました。




	090801　核心ニュース原稿5

	題　目
	主の御使いの動員を実感したRemnant大会

	アンカー
	

	内　　容
	Remnant大会医療チームは、リーダー修練会から参加者およびスタッフの健康状態を調査し、新型インフルエンザに対する備えを徹底的
に行いました。世界から集まってきた参加者たちは、スタッフの指示に従い、秩序正しく行動する Remnantらしい姿が見られました。
各タウンでも Remnantたちの健康状態などをチェックするなど、 新型インフルエンザへの対策に総力を挙げました。
常任委員会柳光洙総裁は、医療室を訪問し、朝早くから夜遅くまで夜昼なくRemnantたちの健康のために努めていた医療チームを
励ました。
(柳牧師のインタビュー)

23日行われた Remnantリーダー修練会で2人の新型インフルエンザに感染した疑いのある患者が発生しましたが、2日後｢陰性｣と判明

されました。
主の御使が動員され、大会の現場を守られたことが実感できる恵まれた大会でした。

(キム・シンテ執事インタビュー)



